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そ
こ
で
、
７
月
１
日
以
降
に
推
進
員
・

メ
イ
ト
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
の
推

薦
を
お
願
い
す
る
文
書
を
、
町
内
会
長
（
自

治
会
等
代
表
者
）
宛
て
に
、
３
月
上
旬
に

郵
送
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
５
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
推
薦
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
初
め
て
推
薦
す
る
場
合
、

交
代
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
現
在
活
動
さ

れ
て
い
る
方
が
継
続
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
改
め
て
推
薦
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
問
）
お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事
業
所

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
・
ク
リ
ー
ン
メ

イ
ト
の
推
薦
依
頼
文
を
郵
送
い
た
し
ま

し
た

　
現
在
、
推
進
員
・
メ
イ
ト
に
委
嘱
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
の
任
期
は
、
平
成
25
年
６

月
30
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

 

　

「
町
内
の
集
積
所
は
、
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

年
末
年
始
の
と
き
も
残
さ
れ
た
も
の
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

ん
で
す
」
と
力
強
く
語
る
本
宮
尚
文
さ
ん
は
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
大
和
町
町
内

会
の
集
積
所
で
す
が
、
本
宮
さ
ん
が
推
進
員
に
な
っ

た
頃
は
、
荒
れ
放
題
で
ひ
ど
く
汚
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
「
み
ん
な
無
関
心
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
。

　

早
速
、
本
宮
さ
ん
は
古
く
な
っ
た
集
積
所
を
き
れ

い
に
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
役
員
の
方
や
町

内
の
建
設
会
社
、
若
林
環
境
事
業
所
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
町
内
全
て
の
集
積
所
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

本
宮
さ
ん
は
、
「
集
積
所
を
直
す
と
、
き
れ
い
に
使

お
う
と
い
う
意
識
が
働
く
の
か
、
ご
み
の
出
し
方
が

次
第
に
改
善
し
た
ん
で

す
」
と
取
り
組
み
の
手
応

え
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
宮
さ
ん
は
、

集
積
所
改
修
と
平
行
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
み
に

関
す
る
不
満
・
要

望
を
汲
み
取
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

各
班
長
へ
広
報
紙

や
回
覧
物
を
届
け

る
と
き
や
町
内
会

行
事
の
と
き
な
ど
、

機
会
を
見
つ
け
て
は
ご
み
の
こ
と
で
何
か
困
っ
た
こ

と
が
な
い
か
問
い
掛
け
ま
し
た
。
「
問
題
が
あ
れ
ば
、

間
を
置
か
ず
に
対
応
し
ま
す
。
す
ぐ
行
動
す
る
と
地

域
の
方
の
協
力
が
得
や
す
く
な
る
ん
で
す
」
と
、
本

宮
さ
ん
は
地
域
の
理
解
を
得
る
コ
ツ
を
話
し
ま
す
。

　

「
当
初
は
課
題
が
多
く
て
無
我
夢
中
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
子
を
地
域
の
皆
さ
ん

は
見
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
ま
ち
を
き
れ
い
に

し
た
い
と
い
う
私
の
思
い
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
わ

り
、
ご
み
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
お
か

げ
で
私
の
仕
事
は
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
気
が
し
ま
す
」

と
に
こ
や
か
に
振
り
返
る
本
宮
さ
ん
。
そ
の
様
子
か

ら
は
充
実
感
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

青葉環境事業所　　２７７―５３００

宮城野環境事業所　２３６―５３００

若林環境事業所　　２８９―２０５１

太白環境事業所　　２４８―５３００

泉環境事業所　　　７７３―５３００

○●○編集後記○●○

◆今年の冬は寒かったですね。最近ようやく春の日差しが

感じられるようになりました。だんだんと暖かくなってい

くこれからの季節は気分が明るくなります。（包）

◆引越しシーズンに便乗して、部屋の大掃除をしました。

不要品の多さに我ながらびっくり。欲しいものは尽きませ

んが、ごみを出さない生活を心掛けたいですね。（相澤）

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん  
環境施設見学会を開催しました 
メビウスちゃんの豆知識
仙台市環境局からのお知らせ 

１Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３～４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」

環境事業所のご案内
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 ワケルくんが表紙に描かれた「資源とごみの分け方・出し方」は、昨年

度より「保存版」として発行しています。今年度からは、基本的なごみ

出しルールや収集日程をまとめた「年度版リーフレット」（Ａ３版）の

みの発行となります。「平成25年度版」のリーフレットは３月上旬に戸

別配布いたしましたので、お手持ちの「資源とごみの分け方・出し方

（保存版）」は捨てずに大切に保管し、併せてご活用ください。

　なお、「資源とごみの分け方・出し方（保存版）」を紛失・破損した

場合などは、各区役所総合案内窓口などで配布しているほか、市ホーム

ページでもご覧いただけます。また、町内会などでまとめて必要な場合

には環境事業所等よりお配りいたしますので、ご連絡ください。

（問）お住まいの区の環境事業所または廃棄物管理課２１４－８２２７

▲「保存版」（左）と「年度版リーフレット」。リーフレットには、お住まいの地

域の家庭ごみやプラスチック製容器包装、缶・びん・ペットボトル・廃乾電池類、

紙類の収集曜日が記入できますので、台所に貼るなどしてご活用ください

「資源とごみの分け方・出し方」の配布について

こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

「
活
動
し
た
分
だ
け
理
解
は
深
ま
る
」

大
和
町
町
内
会

▲役員の方による集積所改修

▲地域の子どもに描い

てもらったポスターを

集積所に掲示。大人の

目を引くし、子どもの

環境教育にもなり、一

石二鳥
▲集積所で活動する本宮さん
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（
株
）
岩
沼
工
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

仙
台
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
た
紙
類
を
圧
縮
す

る
様
子
を
見
学
し
た
後
、
施
設
職
員
よ

り
紙
分
別
の
注
意
点
を
学
び
ま
し
た
。

　

特
殊
加
工
さ
れ
た
紙
や
雑
誌
の
付
録
、

Ｃ
Ｄ
な
ど
を
手
作
業
で
取
り
除
く
苦
労

を
聞
き
、
皆
さ
ん
は
分
別
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
見
学
し
た
岩
沼
工
場
で
は
、
古

紙
を
溶
か
し
て
新
聞
紙
を
製
造
す
る
工

程
を
見
学
。
古
紙
に
混
じ
っ
て
い
た
異

物
も
工
場
内
で
再
利
用
す
る
な
ど
、
随

所
に
見
ら
れ
る
、
ご
み
を
出
さ
な
い
徹

底
し
た
取
り
組
み
に
、
皆
さ
ん
は
感
心

し
た
様
子
で
し
た
。

◆
メ
イ
ト
対
象「
市
施
設
見
学
会
」

　

家
庭
ご
み
の
焼
却
を
行
う
「
松
森
工

場
」
と
、
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
分
別
を
行
う
「
松
森
資
源
化
セ
ン

タ
ー
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

松
森
工
場
で
は
補
修
工
事
中
で
炉
が

停
止
し
て
い
た
た
め
、
ご
み
ピ
ッ
ト
に

は
大
量
の
ご
み
が
山
積
み
に
。
そ
の
多

さ
に
皆
さ
ん
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

松
森
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員

が
手
作
業
で
フ
タ
を
外
す
様
子
を
見
学
。

「
こ
の
作
業
は
、
特
に
夏
場
は
暑
い
し
、

臭
い
も
ひ
ど
く
大
変
で
す
」
と
の
話
を

聞
い
た
皆
さ
ん
は
、
「
フ
タ
を
は
ず

す
」
「
軽
く
す
す
ぐ
」
な
ど
の
基
本
的

な
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
行
っ
た
環
境
局
の
調

査
に
よ
る
と
、
家
庭
ご
み
の
中
に
は
、

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
が
ま

だ
４
割
以
上
も
混
入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
資
源
物
の
行
方
を
探
り
、

地
域
で
の
分
別
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
推
進
員

（
全
８
回
）
、
メ
イ
ト
（
全
２
回
）
そ

れ
ぞ
れ
に
、
ワ
ケ
ル
く
ん
バ
ス
で
の
環

境
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
推
進
員
対
象「
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

見
学
会
」　

　

今
年
は
、
家
庭
ご
み
に
出
さ
れ
て
い

る
資
源
物
の
う
ち
、
３
割
と
最
も
高
い

割
合
を
占
め
る
「
紙
類
」
が
テ
ー
マ
。

　

月
２
回
の
集
積
所
で
の
収
集
や
集
団

資
源
回
収
な
ど
で
集
め
ら
れ
た
紙
類
は
、

分
別
・
圧
縮
工
場
で
異
物
を
取
り
除
か

れ
た
後
、
製
紙
工
場
で
再
生
紙
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
見
学
会
で
は
こ
の
処

理
の
流
れ
の
順
に
「
（
株
）
仙
台
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
「
日
本
製
紙

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

 

「
活
動
報
告
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す

　

推
進
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
年
１
回
、

活
動
の
内
容
や
頻
度
な
ど
を
「
活
動
報

告
書
」
と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
メ
ビ
ウ
ス
通
信
に
「
活
動

報
告
書
」
提
出
の
依
頼
文
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
問
）
廃
棄
物
管
理
課
２
１
４
・
８
２

２
７

「
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
は
混

み
合
う
時
間
帯
を
避
け
て
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

３
～
４
月
は
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
は
、
月
曜
日

な
ど
休
日
明
け
の
午
前
中
（
特
に
９
時

～
10
時
）
は
電
話
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
混
み
合
う
時
間

帯
を
避
け
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
問
）
廃
棄
物
管
理
課
２
１
４
・
８
２

２
６
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◆分別啓発キット「ワケルガンマン」と「雑がみ釣り掘ゲーム」を貸し出します
　ゲーム形式で、楽しみながらごみの分別やリサイクルについて学べる

「ワケルガンマン」、紙類の分別について学べる「雑がみ釣り掘ゲー

ム」を貸し出しします。

※「雑がみ釣り堀ゲーム」の貸し出しは４月１日より開始します

◆ワケルくんバスで行く ！ 環境施設見学会
・対象＝町内会、子ども会などの２０名以上４０名以内の団体

・運行日＝月曜日～金曜日（祝休日、年末年始を除く）

・時間＝午前１０時から午後３時までで希望する時間

・見学場所＝ごみ焼却工場、資源化センター、埋立処分場ほか。（指定場所へ送迎します）

・利用料＝無料。昼食は各団体が準備

・見学先・運行日程など、詳しくはお問い合わせください。

◆ごみを出さないイベントを開催してみませんかー「ワケルモービル」を貸し出します
・対象＝市内で飲食を伴うイベントを主催する地域団体、学校など

・搭載している食器＝皿・どんぶり・コップ・箸・スプーン、180セット

・利用料金＝１日当たり１，０００円

・貸出・返却＝葛岡リサイクルプラザで原則としてイベント当日の午

　前９時10分から午後４時まで。（運転手は使用団体で準備）

・冬期（１～３月）は利用できません。

・食器のみの貸し出しもできます。（この場合は、利用日の１カ月前

　から申し込みできます。料金は無料です）

・貸出しには要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

町内会や子ども会での行事・環境学習にご利用ください

いずれも利用日の６ヵ月前から電話で（申・問）ごみ減量推進課２１４－８２３０

　収集されたプラスチック製容器包装は、

どのようにリサイクルされているの？

　リサイクル手順は、次のとおりだよ。

①選別施設に運ばれ、異物を取り除き、圧縮・梱包する。

②再商品化施設に運ばれ、別のプラスチック製品（パ

レット（荷物の保管や輸送に使われる荷台）、プラン

ター、擬木など）の材料になったり、熱分解して石油や

ガスの代わりに燃料にしたりする。

　ところで、平成23年度は、家庭から出た生活ごみの

約３％（12,771トン）がプラスチック製容器包装とし

て収集されたんだけど、それを上回る15,750トンもの

分別すれば資源となるプラスチック製容器包装が、家庭

ごみに混じって捨てられ焼却されちゃったんだって。

　普段のみんなの小さなひと手間で、「ごみ」が貴重な

「資源」に変わる。きちんと分別して、ごみの減量・リ

サイクルを進めていこう！

メビウスちゃんの豆知識

Ｑ

Ａ

環
境
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た

　紙の原料となる木の

チップの山。仙台市が回

収した割り箸も含まれて

います（岩沼工場）

　紙類はベルトコンベアー

を上がり、１メートル四方

のサイコロ状に圧縮・梱包

されます（仙台リサイクル

センター）

▲

▲

▲ワケルモービルには、繰り

返し使えるリユース食器と食

器洗浄機を搭載しています


